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下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
五
月
三
十
一
日
か
ら

六
月
十
七
日
に
か
け
て
鬼
怒
川
小
貝
川
の
管
内
全

区
間
に
お
い
て
堤
防
点
検
を
行
い
ま
し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
堤
防
な
ど
の
河
川
管

理
施
設
等
に
つ
い
て
、
毎
日
の
「
河
川
巡
視
」
や
「
重

要
水
防
箇
所
の
合
同
巡
視
」
、
「
許
可
工
作
物
履
行

検
査
」
、
「
安
全
利
用
点
検
」
及
び
「
堤
防
除
草
」
等
々

を
行
い
河
川
の
維
持
管
理
に
努
め
て
お
り
ま
す
が
、

河
川
堤
防
の
安
全
性
・
信
頼
性
を
さ
ら
に
高
め
て

い
く
た
め
に
、
防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
方
に
も
参

加
し
て
い
た
だ
き
職
員
の
目
視
に
よ
る
「
堤
防
点

検｣

を
例
年
出
水
期
前
及
び
出
水
期
終
了
直
後
に

行
っ
て
い
ま
す
。

今
年
度
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
箇
所

を
重
点
的
に
点
検
を
行
い
、
台
風
、
洪
水
等
出
水
期

の
災
害
に
備
え
て
い
ま
す
。

堤

防

点

検

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
平
成
二
十
三
年
六
月

一
日
（
水
）
に
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
「
東
日
本
大

震
災
」
で
被
災
し
た
事
務
所
管
内
小
貝
川
の
被
災

箇
所
（
五
箇
所
）
の
緊
急
災
害
復
旧
工
事
で
ご
尽
力

し
て
い
た
だ
い
た
施
工
会
社
（
三
社
）
に
対
し
て
、

事
務
所
長
よ
り
感
謝
状
を
授
与
い
た
し
ま
し
た
。

筑
西
市
水
防
訓
練

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
被
災
箇
所
の

緊
急
復
旧
工
事
に
御
尽
力

危
機
管
理
講
習

結
城
市
水
防
訓
練

鬼
怒
川
・小
貝
川
流
域
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
会
議

幹
事
会

開
催

鬼
怒
川
「青
龍
楽
校｣

活
動
中
で
す
！

・
小
貝
川
（
藤
代
）
堤
防

緊
急
復
旧
工
事

キ
ム
ラ
工
業
株
式
会
社

・
小
貝
川
（
水
海
道
）
堤
防

緊
急
復
旧
工
事

正
栄
工
業
株
式
会
社

・
小
貝
川
（
黒
子
）
堤
防

緊
急
復
旧
工
事

株
式
会
社
野
澤
實
業

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
鬼
怒

川
小
貝
川
に
お
い
て
堤
防
ク

ラ
ッ
ク
、
法
崩
れ
、
低
水
護
岸
沈

下
、
堤
防
沈
下
、
隆
起
な
ど
が
確

認
さ
れ
、
被
災
箇
所
の
う
ち
特
に

被
害
の
大
き
か
っ
た
、
小
貝
川
左

岸
四
十
二

.
〇
ｋ
（
茨
城
県
つ
く

ば
市
安
食
地
先
）
を
は
じ
め
と
す

る
五
箇
所
に
お
け
る
堤
防
法
崩

れ
、
沈
下
等
に
つ
い
て
緊
急
的
な

災
害
復
旧
工
事
が
昼
夜
に
渡
り

施
工
さ
れ
、
四
月
七
日
ま
で
に
は
、

工
事
を
完
了
す
る
事
が
で
き
ま

し
た
。
緊
急
復
旧
工
事
を
は
じ
め

管
内
の
災
害
復
旧
工
事
に
あ
た

ら
れ
て
い
る
施
工
業
者
の
皆
様

の
ご
苦
労
に
感
謝
致
し
ま
す
。

六
月
十
二
日
（
日
）
に
鬼
怒
川
左
岸
二
十
七
･

四
キ
ロ
付
近
「
鬼
怒
川
フ
ラ
ワ
ー
ラ
イ
ン
」（
下
妻

市
鎌
庭
地
先
）
に
お
い
て
青
龍
学
校
少
年
団
の

「
さ
つ
ま
い
も
定
植
大
会
」
が
子
ど
も
や
保
護
者

等
約
二
百
名
の
参
加
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

子
ど
も
達
は
一
生
懸
命
さ
つ
ま
い
も
の
苗
を

植
え
、
そ
の
後
、
参
加
者
に
よ
る
河
川
の
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
回
収

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
数
々
の
取
組
が
「
青
龍
楽
校｣

（
水
辺
の

楽
校
）
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

７月９(土)鬼怒川・小貝川クリーン大作戦
☆地域の皆様･企業の皆様ふるってご参加ください☆

今年で２１回目のクリーン大作戦は、鬼怒川及び小貝川の流

域市町・栃木県・茨城県・下館河川事務所などで構成する「鬼怒

川・小貝川流域ネットワーク会議」の主催で、堤防や河川敷に捨

てられたゴミの一掃清掃を行うため、鬼怒川及び小貝川流域の

２３市町において実施を予定しています。

開催場所や時間の詳細については、地域の広報誌をごらんいた

だくか、お住まいや参加頂ける各市町へお問い合わせください！

集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
備
え
堤
防
の
点
検

や
水
防
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

※
お
願
い
…

下
館
河
川
事
務
所
で

は
管
内
の
被
災
箇
所
に

連
絡
先
を
付
記
し
た
表

示
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。堤

防
等
に
つ
い
て
異

常
や
、
お
気
づ
き
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
最

寄
り
の
出
張
所
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日

（
木
）
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
鬼
怒
川
・
小
貝
川

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
幹
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
会
議
は
、
鬼

怒
川
･
小
貝
川
流
域
の
二
十
四
市

町
と
茨
城
県
・
栃
木
県
・
国
土
交

通
省
で
組
織
し
河
川
空
間
の
適
正

な
保
全
と
利
用
を
図
る
と
共
に
両

川
を
介
し
た
地
域
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
流
域
の
好
ま
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
幹
事
会
で
は
、
四
つ
あ
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
活
動
報
告
や
計
画
な
ど
の
紹
介
・
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小

貝
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
１
の
取
組
と
地
域
活
性
化
」

に
つ
い
て
同
副
理
事
長
大
野
さ
ん
に
よ
る
講
演
・

東
日
本
大
震
災
の
報
告
（
下
館
河
川
事
務
所
･
茨
城

県
･
栃
木
県
）
他
を
議
題
に
、
情
報
の
共
有
や
今
後

の
流
域
の
地
域
活
性
に
つ
な
が
る
取
組
に
つ
い
て

具
体
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
事
等
を
会
議
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。

六
月
五
日
（
日
）
茨
城
県
結
城
市
上

山
川
地
先
の
鬼
怒
川
右
岸
才
光
寺
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
小
西
市
長
を

本
部
長
と
し
二
百
五
十
名
の
水
防
団

員
が
参
加
し
『
結
城
市
水
防
訓
練
』
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
「
台
風
の
影
響
で
、
、
鬼

怒
川
石
井
水
位
観
測
所
で
氾
濫
注
意

水
位
に
達
し
、
川
島
水
位
観
測
所
で

も
氾
濫
注
意
水
位
に
達
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
の
想
定
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
才
光
寺
地
内
の
堤
防
に
漏
水

が
あ
り
、
堤
防
が
危
険
な
状
態
に
あ

る
」
と
の
想
定
で
『
積
み
土
の
う
』
、

『
月
の
輪
』
な
ど
水
防
団
員
に
よ
り
所

定
の
対
策
工
が
被
災
箇
所
に
施
さ
れ

ま
し
た
。
訓
練
で
は
広
報
車
に
よ
る

避
難
に
関
す
る
広
報
活
動
も
実
施
さ

れ
る
等
、
各
団
員
も
き
び
き
び
と
し

た
行
動
と
緊
張
感
を
持
っ
た
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
九
日
（
日
）
小
貝

川
母
子
島
遊
水
地
内
に
お
い

て
、
「
筑
西
市
消
防
団
水
防
訓

練
」
が
市
消
防
団
を
は
じ
め
筑

西
土
木
事
務
所
や
下
館
河
川

事
務
所
職
員
な
ど
約
五
百
人

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
二
号
の
影
響

で
激
し
い
雨
が
降
る
中
、
「
出

水
期
を
迎
え
、
大
雨
に
よ
り
小

貝
川
黒
子
水
位
観
測
所
で
氾

濫
注
意
水
位
を
上
回
る
」
と
の

想
定
で
行
わ
れ
消
防
団
の
指

導
の
も
と
『
五
徳
縫
い
』
『
木
流

し
』
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
的

な
各
種
の
水
防
工
法
の
訓
練

を
本
番
さ
な
が
ら
に
行
い
ま

し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
六

月
二
日
（
木
）
に
「
危
機
管
理
講

習
会
」
を
行
い
出
水
期
に
向
け

た
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
方
に

よ
る
過
去
の
洪
水
の
状
況
例

な
ど
の
紹
介
と
実
際
の
体
験

か
ら
得
た
災
害
時
の
苦
労
や

出
水
時
に
必
要
な
事
項
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
小
貝
川
母
子
島

遊
水
地
内
に
お
い
て
、
職
員
と

管
内
の
維
持
業
者
の
参
加
で

『
水
防
工
法
で
多
く
使
わ
れ
る

綱
・
ロ
ー
プ
の
結
び
方
』
や

『
月
の
輪
』
な
ど
の
水
防
工
法

の
実
技
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
を
今
後
の
防
災
活

動
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

五徳縫い 月の輪

木流し 積み土のう

シート張り

折り返し

堤防点検の様子

みんなでゴミ拾い中です

秋の収穫が楽しみです

深夜の施工状況 明け方の施工状況
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後
、
参
加
者
に
よ
る
河
川
の
清
掃
活

動
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
た
く
さ
ん
の
ゴ
ミ
を
回
収

し
て
い
た
だ
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

今
年
度
も
数
々
の
取
組
が
「
青
龍
楽
校｣

（
水
辺
の

楽
校
）
で
計
画
さ
れ
て
い
ま
す
。

７月９(土)鬼怒川・小貝川クリーン大作戦
☆地域の皆様･企業の皆様ふるってご参加ください☆

今年で２１回目のクリーン大作戦は、鬼怒川及び小貝川の流

域市町・栃木県・茨城県・下館河川事務所などで構成する「鬼怒

川・小貝川流域ネットワーク会議」の主催で、堤防や河川敷に捨

てられたゴミの一掃清掃を行うため、鬼怒川及び小貝川流域の

２３市町において実施を予定しています。

開催場所や時間の詳細については、地域の広報誌をごらんいた

だくか、お住まいや参加頂ける各市町へお問い合わせください！

集
中
豪
雨
や
台
風
な
ど
に
備
え
堤
防
の
点
検

や
水
防
訓
練
を
実
施
し
て
い
ま
す

※
お
願
い
…

下
館
河
川
事
務
所
で

は
管
内
の
被
災
箇
所
に

連
絡
先
を
付
記
し
た
表

示
板
を
設
置
し
て
い
ま

す
。堤

防
等
に
つ
い
て
異

常
や
、
お
気
づ
き
の
こ

と
が
あ
り
ま
し
た
ら
最

寄
り
の
出
張
所
ま
で
ご

連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。

平
成
二
十
三
年
六
月
二
十
三
日

（
木
）
茨
城
県
県
西
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
鬼
怒
川
・
小
貝
川

流
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
会
議
幹
事
会

を
開
催
し
ま
し
た
。
当
会
議
は
、
鬼

怒
川
･
小
貝
川
流
域
の
二
十
四
市

町
と
茨
城
県
・
栃
木
県
・
国
土
交

通
省
で
組
織
し
河
川
空
間
の
適
正

な
保
全
と
利
用
を
図
る
と
共
に
両

川
を
介
し
た
地
域
の
交
流
を
促
進
す
る
こ
と
に
よ

り
、
流
域
の
好
ま
し
い
地
域
づ
く
り
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。

今
回
の
幹
事
会
で
は
、
四
つ
あ
る
各
ブ
ロ
ッ
ク
会

議
の
活
動
報
告
や
計
画
な
ど
の
紹
介
・
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
小

貝
川
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
２
１
の
取
組
と
地
域
活
性
化
」

に
つ
い
て
同
副
理
事
長
大
野
さ
ん
に
よ
る
講
演
・

東
日
本
大
震
災
の
報
告
（
下
館
河
川
事
務
所
･
茨
城

県
･
栃
木
県
）
他
を
議
題
に
、
情
報
の
共
有
や
今
後

の
流
域
の
地
域
活
性
に
つ
な
が
る
取
組
に
つ
い
て

具
体
的
な
展
開
を
図
っ
て
い
く
事
等
を
会
議
全
体

で
確
認
し
ま
し
た
。

六
月
五
日
（
日
）
茨
城
県
結
城
市
上

山
川
地
先
の
鬼
怒
川
右
岸
才
光
寺
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
お
い
て
、
小
西
市
長
を

本
部
長
と
し
二
百
五
十
名
の
水
防
団

員
が
参
加
し
『
結
城
市
水
防
訓
練
』
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

訓
練
は
、
「
台
風
の
影
響
で
、
、
鬼

怒
川
石
井
水
位
観
測
所
で
氾
濫
注
意

水
位
に
達
し
、
川
島
水
位
観
測
所
で

も
氾
濫
注
意
水
位
に
達
す
る
恐
れ
が

あ
る
」
と
の
想
定
の
も
と
行
わ
れ
ま

し
た
。
「
才
光
寺
地
内
の
堤
防
に
漏
水

が
あ
り
、
堤
防
が
危
険
な
状
態
に
あ

る
」
と
の
想
定
で
『
積
み
土
の
う
』
、

『
月
の
輪
』
な
ど
水
防
団
員
に
よ
り
所

定
の
対
策
工
が
被
災
箇
所
に
施
さ
れ

ま
し
た
。
訓
練
で
は
広
報
車
に
よ
る

避
難
に
関
す
る
広
報
活
動
も
実
施
さ

れ
る
等
、
各
団
員
も
き
び
き
び
と
し

た
行
動
と
緊
張
感
を
持
っ
た
訓
練
が

実
施
さ
れ
ま
し
た
。

五
月
二
十
九
日
（
日
）
小
貝

川
母
子
島
遊
水
地
内
に
お
い

て
、
「
筑
西
市
消
防
団
水
防
訓

練
」
が
市
消
防
団
を
は
じ
め
筑

西
土
木
事
務
所
や
下
館
河
川

事
務
所
職
員
な
ど
約
五
百
人

の
参
加
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

当
日
は
台
風
二
号
の
影
響

で
激
し
い
雨
が
降
る
中
、
「
出

水
期
を
迎
え
、
大
雨
に
よ
り
小

貝
川
黒
子
水
位
観
測
所
で
氾

濫
注
意
水
位
を
上
回
る
」
と
の

想
定
で
行
わ
れ
消
防
団
の
指

導
の
も
と
『
五
徳
縫
い
』
『
木
流

し
』
を
は
じ
め
と
す
る
伝
統
的

な
各
種
の
水
防
工
法
の
訓
練

を
本
番
さ
な
が
ら
に
行
い
ま

し
た
。

下
館
河
川
事
務
所
で
は
、
六

月
二
日
（
木
）
に
「
危
機
管
理
講

習
会
」
を
行
い
出
水
期
に
向
け

た
演
習
を
行
い
ま
し
た
。
ま
ず
、

防
災
エ
キ
ス
パ
ー
ト
の
方
に

よ
る
過
去
の
洪
水
の
状
況
例

な
ど
の
紹
介
と
実
際
の
体
験

か
ら
得
た
災
害
時
の
苦
労
や

出
水
時
に
必
要
な
事
項
な
ど

に
つ
い
て
の
講
演
が
あ
り
ま

し
た
。

引
き
続
き
小
貝
川
母
子
島

遊
水
地
内
に
お
い
て
、
職
員
と

管
内
の
維
持
業
者
の
参
加
で

『
水
防
工
法
で
多
く
使
わ
れ
る

綱
・
ロ
ー
プ
の
結
び
方
』
や

『
月
の
輪
』
な
ど
の
水
防
工
法

の
実
技
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
訓
練
を
今
後
の
防
災
活

動
に
生
か
し
て
行
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

五徳縫い 月の輪

木流し 積み土のう

シート張り

折り返し

堤防点検の様子

みんなでゴミ拾い中です

秋の収穫が楽しみです

深夜の施工状況 明け方の施工状況


